「府民の声の見える化」概要について

１．府民の声の見える化の考え方
　　「府民の声」は苦情や批判、要望、意見など、様々な形で日々寄せられるが、その中には行政が気付かない施策立案や業務改善に役立てるべき貴重な提言等が含まれている。

そこで、府民の声を広く受付け、府政への反映を検討するとともに、施策や事業内容をわかりやすく府民に伝え、府政への理解・協力を深めていただくことを目的としている。
２．取組みの経過
○平成20年６月、府民の声を一元的に管理する「府民の声システム」を導入
○平成22年2月、「府民の声の見える化」の取組みを試行実施

・登録窓口を広聴部門だけでなく府民文化部各課に拡大
・声を仕分け、内容に応じた対応及びその声と府の考え方を公表
・知事や職員を通じた府民の声も登録対象に追加（11月現在実績なし）

３．府民の声の流れ（試行実施段階）





４.試行の状況（本年2月～10月分の声）
登録の全件数　約1３,０00件（月平均約1,400件）
府民文化部各課で登録　約140件（月平均約15件、全体の1.3％）
業務・施策反映を検討するもの（青フラグ）　62件（月平均約  7件）　
申出者に連絡（回答）するもの（赤フラグ）824件（月平均約103件）
○課題の整理
　・部内各課で受け付ける府民の声の登録基準を整理
　・きめ細かな対応を行うため、試行のフラグ分類を充実個別対応へ
　・声の対応を広報機会と捉え、積極的で丁寧な説明
５.本格実施に向けて

　　○平成23年1月　全部局で　本格実施を開始予定

　・各所属における登録の対象は、「提言・要望・意見・苦情」に限定
　・所属が直接対応することが望ましいものは、所属の判断で対応可（赤フラグを黄と紫フラグに分類）
○全庁展開を進めるにあたって、必要な改善を随時図りつつ、円滑な取り組みを目指す
	月

(公表日)
	2月

～3月
	4月

(6/7)
	5月

(7/12)
	6月

(8/4)
	7月

(9/8)
	8月
(10/8)
	9月
(11/8)
	10月
(12/2)
	　 計

(%)

	全件数
	3,552
	1,958
	1,244
	1,206
	1,149
	1,354
	1,015
	1,079
	12,557
(100%)

	広聴部門
	1,292
	1,932
	1,235
	1,192
	1,131
	1,342
	1,010
	1,071
	12,411
（98.8%)

	府民文化部各課
	54
	26
	9
	14
	18
	12
	5
	8
	146
(1.2%)

	青フラグ
	28
	10
	6
	1
	5
	4
	5
	3
	62
(0.5%)

	赤フラグ
	208
	132
	99
	81
	103
	48
	51
	52
	824　(6.6 %)

	知事・職員を経由
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
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２　フラグ立てと声への対応


業務･施策反映を検討するもの


申出者に連絡するもの　





１　声の受付と登録


広聴部門　　　　すべての声


府民文化部各課　すべての声（例外事項を列挙）





青フラグ





赤フラグ





３ 　庁 内 共 有


前日の声とフラグ…部･次長、所属長にメール


１週間の声…副知事･部･次長にﾒｰﾙ、庁内Web


１か月の声…次長会議で報告　





４　公表（府民との共有）


HP等により公表


１週間の声　　　　毎週火曜日（前週分）


１か月の声　　　　毎月上旬（前々月分）








